
今週の注目材料＝英国とEUの通商合意なるか～EU首脳会議

　EU離脱(ブレグジット)の移行期間の期限を年末に控え、英国とEUとの自由貿易協定

（FTA）に関する協議が続いています。手続き上の問題もあり、事実上のデッドライン

は10月末といわれていましたが、英国のジョンソン首相は来週15日、16日に行われるEU

首脳会議(EUサミット)を期限とし、15日までにまとまらなかった場合は、FTA無しでの

離脱、いわゆるハードブレグジットを決断すると先月表明しました。

　EU側は15日を期限とするという英首相発言に、交渉に圧力をかけることを意図したも

のと反発。同期限にこだわらず、10月後半も交渉を継続する姿勢を示しています。

交渉の現場サイドでは交渉継続に前向きという報道も出ており、EU側の交渉担当者で

あるバルニエEU主席交渉官は、今月7日にEU加盟各国の大使に対して、英国が15日で交

渉を打ち切るとは見込んでいないという見解を示しました。ただ、ジョンソン首相のこ

れまでの姿勢を考えると、交渉打ち切りに踏み切ってくる可能性は十分にあるだけに、

大きな区切りとしてEU首脳会議が注目されています。

　通商協議の進展に関しては、3日に行われたジョンソン首相と、EUのフォンデアライ

エン欧州委員長の電話協議後の共同声明で、ここ数週間で進展があったとの評価が示さ

れました。ただ、当初から大きな相違点として指摘されている英海域での漁業権問題、

国家補助金などを巡る公正な競争環境の確保に関する問題、紛争処理を巡るガバナンス

の問題などについては、大きな溝が残っていると指摘されました。

　先月までの一部報道ではこれらの問題について英国側で譲歩の用意が見られるという

ものもありましたが、英国とEUとのトップ協議で依然として溝が深いことが示された形

で、交渉がまとまるかどうかは微妙なところとなっています。

　かなり重要な問題だけに、期限ぎりぎりまで厳しい交渉が続くのは致し方ないとこ

ろ。ハードブレグジットは英国、EU双方にとって大きなマイナス。ましてや今は

新型コロナウイルスの感染拡大が英国やEUで依然深刻となってお

り、経済的なダメージも大きい中だけに、ここにハードブレグジットショックが加わる

と相当厳しい状況が生じるだけに、最後にはまとまるという楽観論が大勢です。ただ、

ジョンソン首相の性格やこれまでの姿勢を考えると、強硬な打ち切りを否定することは

できないだけに、慎重に状況を見守りたいところです。

　FTA交渉が15日までにまとまればポンド買い、ユーロも対ポンドではともかく、対ド

ルや対円では買いの材料となりそう。もっとも主要なシナリオとなる、ある程度交渉が進

展していることを理由に15日以降の交渉継続で合意という形で、現状維持

もしくはある程度のポンド買い。ハードブレグジット決定でポンド売りが見込まれると

ころとなっています。

　米国の材料としては15日に予定されている第二回米大統領候補者討論会が注目されて

います。ただ、第一回の討論会でお互いの非難合戦に終始し、発言を遮るなどの行為が

目立ったことや、トランプ大統領が新型コロナウイルスに感染し、一時入院していたこ

となどを考慮して、主催する大統領候補者討論会委員会(CPD)は８日に、リモート形式で

実施すると発表しました。今回の討論会はタウンミーティング方式での開催が予定され

ていました。両陣営の支持者を集めた形でのタウンミーティングではなく、各々の陣営
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が支持者を集めたタウンミーティングを実施、司会者がオンラインで質問するという形

式です。

　

　トランプ大統領はこの方式に反対し、討論会に参加しない旨を表明しており、実施は

不明確です。バイデン氏はその場合、民主党陣営だけのタウンミーティングを実施する

としています。

　両陣営は、その後第2回討論会を最終討論会である22日に延期することを提案しまし

た。トランプ大統領はさらにその後第3回を29日に行うべきと主張も、バイデン陣営は

その主張には同調せず、22日を最終回とする(実質的に第2回を中止する)ことを主張し

ています。

　討論会の中止はバイデン氏側に有利という見方が強いことから、今後状況が変化する可

能性があります。トランプ大統領は4年前の選挙でも、第二回、第三回の討論会を経て

支持を広げてきた経緯があるだけに、どのような判断がなされるかが注目されるとこ

ろ。

　討論会が実施された場合、どちらかに失点が見られ、支持率に変化があるのかがポイン

トに。バイデン陣営リードを織り込みつつあるだけに、トランプ大統領が巻き返すよう

な状況が見られると株高からの円売りが期待されます。
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